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平成 23 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異及び

平成 23 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ

平成 22 年６月 23 日に公表いたしました平成 23 年３月期第 2 四半期累計期間（平成 22 年４月

１日～平成 22 年９月 30 日）の業績予想値と、本日公表の同期間の実績値に差異が生じましたの

でお知らせいたします。また、平成 23 年３月期通期の業績予想につきましても修正いたしました

ので下記の通りお知らせいたします。

記

１．平成 23 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異

（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

1,910

百万円

185

百万円

202

百万円

119

円 銭

95.30

第 2 四半期累計期間実績（Ｂ） 1,991 139 147 87 70.08

増減額（Ｂ－Ａ） 81 △46 △54 △31 ―

増減率（％） 4.3 △25.2 △27.1 △26.5 ―
（ご参考）前第２四半期実績

（平成 22 年３月期第２四半期）
― ― ― ― ―

（注）当社は、平成 22 年３月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成 22 年３月

期の第２四半期の記載をしておりません。

２．平成 23 年３月期通期の業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円

3,901

百万円

414

百万円

447

百万円

263

円 銭

207.53

今回修正予想(Ｂ) 4,108 237 262 155 122.61

増減額(Ｂ－Ａ) 206 △176 △184 △107 ―

増減率(％) 5.3 △42.6 △41.2 △40.9 ―

(ご参考)前期実績

(平成 22 年３月期)
3,753 363 396 234 206.66



３．差異及び修正が生じた理由

本年度に入り、電子書籍に対する世間の注目が急速に高まり、また、「読書閲覧機能を持つタブレット端末」

の発売等ハード面での環境整備が進む中、電子書籍市場の拡大が期待されております。

当社では、このような業界環境を「事業拡大の絶好の機会」と判断し、主に普及が期待されるタブレット

端末等を中心として、広告宣伝費に対する資本投下を、先行投資的に強化する方針を採用しました。当初計

画では当第２四半期累計期間の広告宣伝費を 339 百万円としておりましたが、474 百万円に増加させており

ます。

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は、広告宣伝強化の効果に併せ、当社電子書籍販売の直営サイ

ト「電子書店パピレス」や「電子貸本 Renta!」のサービス改良やコンテンツの拡充等の効果により、当初計

画を上回りました。また、売上総利益も当初計画を上回っております。

しかしながら、広告宣伝強化による売上への大きな効果は、今後の市場拡大とともに遅効的にあらわれて

くるため、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益、四半期純利益については、短期的に売上高に対す

る広告宣伝費の比率が高くなることで販売費及び一般管理費が増加し、当初計画を下回っております。

なお、広告宣伝費及び販売促進費以外の経費につきましては、業務の効率化等の努力により、当初計画よ

りも売上高に対する比率を低く抑えております。

通期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）につきましても、引き続き「タブレット端末」を中心

とした広告宣伝費に対する資本投下を戦略的に強化する方針（当初通期計画は広告宣伝費 675 百万円、修正

後は広告宣伝費 1,040 百万円）を採用してまいります。その結果、平成 23 年３月期通期の業績予想を売上高

は 4,108 百万円と上方修正いたしますが、営業利益 237 百万円、経常利益 262 百万円、当期純利益 155 百万

円にそれぞれ下方修正いたします。

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以 上


